
I. は じ め に

中山間地域においてよく目にする沢（谷の青森県地

方名のひとつ）地形（以下，「沢地」という）では，か

つて農業用小河川，ため池，湧水を水源とする水田

（以下，「沢田」という）が密集し，連坦していた。この

ため，沢地には水田灌漑によって水温，水質，流速，

水量，湛水期間が異なる土羽構造の多様な水域が形成

されていたことから1)，平場（下流に位置する平野部）

の水田・水路生態系に加え，渓流や湧水域の生態系も

内包された農業環境ができていたといえる。

沢地における谷底（以下，「沢底」という）では，山

側の林地によって形成された日陰地が沢田での稲作可

能な範囲を狭めていた。また，湧水水源の用水は，冷

水温を上流側の沢田や承水路によって少しでも温め，

低生産性を回避せざるを得なかった。地域によって

は，自宅から沢田への近接性がきわめて低く，狭小で

勾配のある農道での農業機械の往来や収穫農産物の運

搬は，平地よりも困難であった。いずれの農業にとっ

ての不利な条件下でも，農家個人や農地の近隣農家と

の協働，工夫，労力増，中山間地域等直接支払制度，

多面的機能支払交付金などの活用を駆使して農業環境

が維持されてきた。農業構造の変化などに応じると，

このような農業の条件不利地域では，沢田を中心とし

た農地が今後も耕作放棄される可能性は高いだろう。

農地の耕作放棄地・周辺水域の管理放棄地の面積拡大

問題が叫ばれてきた中で，近年，耕作放棄地面積の変

化率は横ばいであるものの，再生利用が困難と見込ま

れる荒廃農地面積は，年々増加している2)。これは沢

田の耕作放棄に伴い，隣接する農業水路や小河川と

いった水域に底泥や落葉落枝の堆積，岸辺が崩れた状

況に加えて，遷移が進行していることを意味してい

る。沢底の農業水路や小河川では，周辺の農地が管理

放棄されると，これらの水域の岸辺の安定性が低くな

り，崩れやすくなる3),4)からである。このように遷移

が進行した段階になると，増水や洪水によって沢地内

の小河川岸辺が侵食されても，地方自治体に，周辺に

沢田や家屋がなく，下流域への被害がないと判断され

れば，災害復旧のための税金が投入される可能性はき

わめて低くなる。遷移進行段階でも農地，林地の再生

も含めて地域の状況に応じて活用する先進的な枠組み

がわが国にはすでにある。たとえば谷地形を含む里地

里山において地域住民による保全，再生，活用を推進

する取組み5)やユネスコ（国連教育科学文化機関）の

エコパーク（生物圏保存地域）登録によって自然と地

域住民との共生に係る取組み6),7)などが挙げられる。

事例ごとで実施される活動内容は多様であり，このこ

とを踏まえても事例対象地ごとのデザインとプランニ

ングは，地域ごとの周辺環境，後述する自然資源，管

理体制によって異なることが示唆される。

今後，農地の集積が進み，農地を含めた地域資源の

管理をどうするのかについては，緊急課題である。ま

た，農地の集積が困難な沢地での地域資源管理につい

ても同様に喫緊の課題である。以上の課題を踏まえ，

本報では災害に伴う資源価値低下を抑制する観点で，

被災した岸部を試験施工したので報告する。また，試

験施工を踏まえた小規模な護岸工事の活用案について

も併せて提案する。

II. 沢地の小河川における杭柵施工

1. 対象沢地および水域

対象水域は，中山間地域に全域指定されている青森

県上北郡七戸町の寒水地区に位置する沢地内を流下す

る農業用小河川（幅約2m）とした（以下，「小河川」

という）。七戸町では排水路と呼称され，七戸川水系

の支流である。対象沢地は，沢底面積約 13 ha，沢尻

から沢頭まで約2.5 kmであり，2018 年現在では，約

0.3 ha 程度のみ沢田が継続され，そのほかの沢底のほ
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とんどが管理放棄されている。沢尻より下流域では，

圃場整備事業が 2016 年に完了し，農振農用地として

扱われており，沢尻にはこれより下流側の水田の用水

用に，灌漑期間に湛水されている。

小河川の水量は，沢頭にあるため池を水源としなが

ら，下流に下るに伴って支流から流入している湧水に

も由来している。部分的に二面コンクリート水路区

間，ふとんかご多段積み区間があるものの沢地内の小

河川の護岸構造の大半は，土羽となっている。また，

岸辺の侵食箇所や洪水時に形成された小規模の遊水

池，湿地が点在している。

2. 杭柵工事の準備および施工

対象小河川において，2016 年 8 月 29〜30 日に通過

した台風 10 号による豪雨・洪水によって被災した延

長 10m を杭柵工区とした。本施工現場周辺では，耕

作農地はすでにない。なお，施工に際して，管轄行政

の許可を得たことを付記する。

材料の丸太は，施工現場近隣のスギ林地から山主の

許可を得て調達し，ϕ 10 cm（L＝1.8m）のものを杭

木として60 本を，ϕ 8 cm（L＝2.0m）のものを背丸

太として 50 本を，間伐を兼ねて伐倒した。伐倒した

丸太をその場で杭に製作した。設計概念図は，図-1

のとおりであり，工法は，2 段の杭柵工とした。施工

では，杭木をカケヤで杭木全長の2/3 の長さ分を地中

に打ち込むこととした。2段目の裏込め材には，主に

現場発生の砂礫を入れた土嚢を敷設し，経年後に植物

による被覆によって護岸されることを期待して1段目

および2段目の表層には現場発生の黒ボク土などを覆

土した。一連の作業にかかった日数は，現地調整に

0.5 日間，杭の準備に2日間（延べ8名），施工に2日

間（延べ30 名）で完了した。材料は，杭木と背丸太の

結束に番線を用いたほかは，ほとんど現地周辺で調達

された。また，作業員は，地域住民1名と林業関係者

数名を除いてほとんど大学生が作業に従事した。今回

の直接工事費を試算すると，611,800 円/20 m（2段組

み）となり，専門業者による工事費の1.7 倍となった。

なお，杭柵工事後，岸部崩壊に関わる土壌水分移動を

把握したところ，内部に負荷が生じやすい箇所が判明

したものの，その後の増水で杭柵の破損や崩壊は見ら

れていない。

III. 地域の自然資源としての活用

近年，自然資本としての評価基準が提案されてい

る8)。この用語の定義は，「生産プロセスを通じて，も

しくは直接に，人間の福祉に貢献できる，自然界に存

在する生物，無生物すべてのもの」とされている8)。

ただし，現在，市場価値が判明している林地や農地な

ど土地利用が主に試算に用いられているので8)，ここ

ではまだ市場評価されていないものも含めることを強

調するために地域の自然資源とする。具体的には，キ

ノコ類や山菜，水域に生息する淡水魚，景観植物，木

材などが該当する。対象沢地には，これらの自然資源

が豊富であり，実際にキノコ類や山菜を採りにくる地

域住民がいる。小河川ではヤマメが生息しており4)，

河畔の広葉樹林の繁茂によって樹木カバーが形成さ

れ，落下昆虫の供給，落葉落枝の水生昆虫への餌供給

と本種の餌を充実させる。土羽構造のために瀬淵構造

を含めた区間も豊富であり，今後，生息密度が高くな

ると推測される9)。また，本沢地では，耕作放棄地を

湛水するだけでドジョウが多数採捕される10)。ドジョ

ウは，栄養価が高く，わが国の淡水魚食文化のひとつ

に数えられる。春先には，ミズバショウやザゼンソウ

の群落が湿地や遊水池で観られる。ハンノキ類，ヤナ

ギ類，アカシヤ類といった樹木は，地域で少なからず

使用されているストーブ用の薪や今回のような杭柵護

岸の材料として活用可能である。これらは生態系サー

ビスとしても評価されており11)，一部の自給的農地を

含めても総じて本沢地がかつての多くの地域で有して

いた共有地としてのポテンシャルは高い。沢底の規模

や形状によっては，農地維持が地域にとって有意義な

ケースもあるかもしれないが，比較的小規模の沢底や

沢底幅が狭小な形状では耕作面積規模に限界があり，

圃場整備事業を踏まえた大規模農地としてのみの沢地

活用は難しいだろう12)。また，沢地の小河川をコンク

リートライニングしても耕作放棄後にヤマメ，アメマ

スなど渓流魚の生息密度は高まらない可能性が高く9)，

そうであれば自然資源のポテンシャルは抑制されると

推測される。地域にとって自然資源活用に支障のある

部分的な被災区間を自主的に施工することで，自然資

源の増加・貯蓄が抑制されずに生活に活用することが

できる。手間暇かけた地域の暮らしそのものや，これ

が反映された景観は，副次的に観光や I・Uターンに

もつながる。地域特有の自然と人との関係を感じられ

る田舎は，田園回帰の原動力になり得るからであ
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図-1 杭柵工の設計概念図



る2),13)。本沢地のケースでは，東北新幹線の七戸十和

田駅付近にあり，本駅と観光牧場との中間に位置す

る。七戸十和田駅から観光牧場とのアプローチに本沢

地を活用することで，自然資源と地域住民との関係性

の魅力を活動と景観の両面から国内外の人たちにみせ

やすい。インバウンド観光が好調の青森県にとっ

て14)，季節によって変化する伝統的農地と景観植物

を，湿地や遊水池では，カエル類やトンボ類など都会

や国外では目にすることができない光景を暮らしとと

もに観せることができる。このため従来のように人工

的な整備をするのではなく，今回の杭柵工のように自

然資源が活用できる必要最小限の整備が望ましい。沢

地の土羽構造を有する小河川では，渓流魚の生息密度

が高まるので，ゾーニングを工夫した遊漁（渓流釣り）

を推進することもできる15)。魚類などの水生生物の生

息に配慮して木材や河畔植物を活用して護岸し，水流

をコントロールするバイオエンジニアリングには今回

の杭柵工法も含まれる16)。

地域外から景観や暮らしに興味を持って立ち寄る点

では，都市との交流も観光と類似している。近年，農

村と都市との交流には新たな萌芽が芽生えつつある。

ひとつは，地域の農業を手伝うことで，地域農業を体

験するとともに地域農家との交流を深めるための大学

サークルである。とくに都市部から地方大学に来て，

興味を持つ学生は少なくない。また，都道府県単位を

拠点に林業とつながり，木の文化を継承することを目

的とした団体も複数立ち上げられている17)。これらの

団体によって，現地活動を通じて国民に広くわかりや

すく魅力をアピールできる情報発信が期待されてい

る17)。小規模な護岸施工は，この活動のきっかけにな

り得る。施工現場の近隣で材料を採取し，施工するプ

ロセスには，楽しみと充実さも伴うからである18)。た

とえば，間伐する際に伐倒用の窓
まど

鋸
のこ

を使い，鋸刃の目

立てや狂いとりの作業も含めた DIY（Do It Your-

self：専門業者でない人が自身で修繕・修理をする）

のパッケージとしての楽しみも加えられてもよいだろ

う18)。国内外で「田舎」が注目されるトレンドの中に

あって13)，地域住民が今日の中山間地域において自然

資源管理やマイナーサブシステンス（遊び仕事）を知

る世代が高齢化していることから，地域を生きること

を楽しみながら主体的に伝えられる時間は少なくなり

つつある。

IV. ま と め

本報では，杭作の試験施工に係る努力量や費用試算

を通じて，自然資源を地域社会で保全するための小規

模の護岸施工実施の可能性について示した。地域社会

への実装を考慮すると，本試験施工や類似の小規模の

護岸工事について，きわめて大きなコストをかけるこ

となく，誰でも参加できることを示すことができたと

考える。地域住民がいかに自らの地域を守るのか。自

助としては内発的な活動を期待する。手間暇かける暮

らしや観光といった地域資源を活用する中で小規模の

工事が成立する可能性がある。公助としては，中山間

地域直接支払制度や多面的機能支払交付金があり，所

得にもつながっている。本試験施工の知見は，実現性

を検討するうえで有意義である。工法選択は，今後の

事例報告を待ちたい。また，杭作施工のような小規模

な補修行為の活用案として，手間暇かけた暮らしと観

光について述べた。生産性が期待されない沢地では，

自然資本の概念からすれば，対象地外部に資源を依存

することによって，内部の資源は温存される（貯蓄さ

れる）ことになる8)。すなわち，中山間地域に内包さ

れる前述のような沢地は，暮らしにとっての農地から

動植物までの自然資源の貯蓄場であり，近年の中山間

地域では，貯蓄が高まっていることになる。これらが

多様な小さな関わり（山菜，木材，魚類，耕作）によっ

て消費されるとすれば，その沢地の自然資源は健全な

バランスを持ち，被災に伴う荒廃が抑制されるだけで

なく，農村回帰や観光のポテンシャルの向上に影響を

与える。本報では，護岸施工は目的化されるものでは

なく，手段として位置づけた。このことは，ほかの行

為であっても述べられるのであって，沢地の活用には

地域の数だけの工夫があると考えられる。藤山は財源

と権限を備えた「定住自治区」（自然と人と伝統のつな

がりを確認できる一次生活圏）を提唱し，移住者増加

事例も示している13)。沢地を生存・生活できる共有地

として位置づけられれば，結果としてその景観や暮ら

しそのものにも付加価値がつく。地域資源保全は，生

物多様性の向上も期待でき，現在締約されている生物

多様性保全条約COP10 愛知目標との整合性をより図

ることにもつながる19)。
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